
＜他集落との連携、高齢農家等への支援を実施している事例＞

○小菅沼ヤギの杜

１．集落協定の概要

市町村･協定名 富山県魚津市小菅沼
うお づ し こすがぬま

協 定 面 積 田（99.5％） 畑（0.5％） 草地 採草放牧地
11ha 水稲 そば等

交 付 金 額 個人配分 50％
225万円 共同取組活動 修繕費 35％

（50％） 共同機械購入 25％
草刈・江ざらい 20％
水路農道維持管理費 5％
その他（事務費・役員報酬等） 15％

協定参加者 農業者12人、やまびこ営農組合（構成員31人）

２．取組に至る経緯

小菅沼集落は、市街地から最も離れた集落の一つである。農業従事者の高齢化に加

え、居住拠点を街部へ移す者も多く、農業生産活動の維持に厳しい問題を抱えている。

このままでは、耕作放棄地の発生・拡大が懸念されたことから、集落内での話合い

の結果、平成１７年度に協定を締結し、共同作業の実施や集落機能の維持・活性化を

図っている。また、魚津市中山間地域連絡協議会と連携し、他集落の農業者とともに、

本集落の持つ多面的機能の確保に取組んでいる。

３．取組の内容

現在の取り組みとして、農地・法面の草刈りや水路の江ざらい、農業施設の軽微な

補修を行っている。また、基幹的農作業の共同化によりコストの削減を図ったり、農

地法面へのヤギの放牧を通して、ヤギによる「舌草刈り」や猿害対策、地元児童との

交流を行っている。更に、魚津市中山間地域連絡協議会と連携し、他集落の農業者と

ともに、景観作物であるひまわりの種まきから収穫まで一連の作業を通し、耕作放棄

地発生防止に取り組むことにより、お互いに連帯感が芽生え、地域の活性化に繋がっ

ている。

ヤギを介した地元小学生との交流 水路の補修・江ざらい等



［集落の将来像]
「将来に残せる元気集落をめざして」をテーマに、現在集落内に存在するやまびこ営農組合を中心に
作業の共同化を進め、農用地においては集積100％を目指してコストの削減を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
協定関係者が一致協力して協定内容に従って農用地を管理する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田11ha） 周辺林地の下草刈り 担い手集積化
（約0.5ha、年3回） （集落の営農組合に協定農用地

個別対応 の90％を集積。目標現状維持)
個別対応

共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路5.0km、年2回 景観作物作付け
清掃、草刈 （景観作物としてひまわり

・道路5.0km、年3回 を約0.2ha作付けた。）
草刈り

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年3回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○耕作放棄地の活用にあたっては、魚津市中山間地域連絡協議会（市内23の協定集落及
び関係団体で構成）と連携し集落外農家が作業に参加し共同作業を行っている。

４．取組による変化と今後の課題等

集落に人が多く訪れるようになり、集落にも元気が出てきた。来客者用のゲストハ

ウス「ふれあい館」の完成により、集落外との交流がさらに期待できる。

今後は、集落の現状を把握しつつ先進地の取り組みなどを参考にしながら、魚津市

中山間地域連絡協議会と連携し、集落の活性化に努めていきたい。

［平成21年度までの主な成果］
○集落営農組織への農地利用集積（当初10ha、目標10～11ha、H21実績10ha）
○耕作放棄地の解消（H20年度、0.3ha実施）
○景観作物の作付け（復旧した耕作放棄地にひまわりの植栽。H21年度実績0.2ha）




